
発
刊

に
あ

た
■.<

て

私
共

は
、

「題
比

農
記

J
X

価
い

た
氣

比
宮

大
宮

同
脅

松
周

家
、 

机
比

忠
大

宮
司

大
中

]i!
朝

臣
、

平
松

美
作

守
謂

甘
な

ど
大

中
臣

#¦
臣

魚
収

公
の

・--ヒ
A

年
か

ら

是
に

続
く

直
爲

の
子

孫
で

あ
う

.ま
す

"
大

中
臣

朝
臣

魚
取

公
と

は
日

本
で

ft
初

に
政

治
と

賣
を

始
め

た
人

物
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
そ

の
起

源
は

教
賀

に
な

り
ま

す
「

丈
太

+
臣

朝
矩

啓
¦!■<

公
¢?

-r
棚

と
し

て
現

出
に

IA
く

也
系

で
あ

玉
当

家
が

、
東

西
北

河
端

氏
:

,T1
塚

氏
 、

石
&

氏
、 平

松
氏

め
六

家
の

お
墓

を
お

守
り

し
r

お
り

、

こ
/J

六
家

を
平

松
某

と
言

い
ま

す
又

密
削

A
家

と
は

、
こ

の
六

家
:■

加
禿

で
/fl

鹿
姓

で
あ

る
嶋

家
(帽

は
価

で
あ

ー3
•

簡
纂

:
為

内
家

を
指

し
ま

す

一書
元

年
 

コ
五

七
早

)
四

日
、 

織
田

信
長

め
北

伐
を

拒
む

た
め

に
、 

大
宮

司
蒙

比
聾

零
一

族
ば

越
前

国
主

¢fl
倉

義
景

氏
¢>

た
め

に
神

兵
,

盾
を

発
し

天
筒

山
城

に
-<

ち
籠

α
ま

し
た

が
、

大
跋

を
喫

す
る

結
果

に
な

り
ま

し
た

“
二

W.時
、 

汪
海

山
で

平
松

並
作

守
^

吉
の

弟
中

祖
共

渾
(幼

お
晩

次
郎

I
か

戦
死

ー̶、
そ

の
範

ほ
敦

賀
①

同
野

に
4L

ら
れ

て
い

ま
す

•
そ

し
て

こ
の

場
所

ft
一

五
七

六
年

ta
に

生
き

た
平

松
美

作
守

景
吉

也
平

松
用

家
な

ど
め

平
松

家
テ

リ
卜

.？
̶

Q
場

呵
で

あ
り

ま
し

た
e 

(現
在

は
リ

ラ
ポ

ー
ト

の
温

泉
の

あ
呂

場
所

で
宋

M
か

ら
く

る
敦

賀
イ

;
¦

出
口

の
專

E
に

あ
り

、
平

成
m

八
年

/\
月

に
夷

際
に

出
向

い
て

ぎ
ま

し
た

」

そ
し

て
織

al
歯

長
に

ょ
.占

北
伐

で
大

敗
缶

し
た

後
、

豊
.臣

秀
吉

が
敦

賀
の

復
興

を
見

に
来

る
た

め
、 

大
賞

司
で

あ
っ

た
甲

松
竟

作
守

段
吉

の
妻

帽
目

義
饗

の
息

女

«母
は

酬
川

寄
元

の
趨

 
春

四
」

注
孫

に
あ

た
q

は
大

叔
母

武
田

但
玄

¢&-
一̂

V
を

筆
頭

に
歩

願
*

よ
酒

本
馨

か
も

援
助

を
受

サ
、

山
準

を
作

り
復

興
し

て
い

る
様

子
を

見
せ

ま
し

た
”

現
現

在
も

続
 く

敦
?Y

の
山

散
は

こ
こ

か
ら

始
ま

り
、 

出
家

に
も

言
い

伝
え

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

若
狹

路
文

化
硬

究
会

会
J<

会
岐

金
田

久
種

樣
小

ら
罰

麻
義

W
の

正
窒

の
一

人
娘

地
藤

-MLLI掘
が

現
存

.す
ふ

と
の

情
帽

を
博

て
、

弔
成

三
+-

隼
月

十
五

日
に

福
井

県
三

方
郡

美
浜

町
rT

波
の

法
栄

寺
を

祖
‘わ

ま
し

た
”

そ
の

地
蔵

菩
蔭

は
菊

姫
の

持
仏

と
判

明
し

、
披

女
は

-
>£

九
六

年
、

敏
比

神
密

大
寓

河
大

山
抒

朝
臣

魚
取

公

平
置

0
raM

 ロ
の

奏
で

、
お

寺
に

は
由

緒
正

し
い

高
貴

な
入

と
伝

丸
も

れ
て

お
り

、
膏

に
つ

い
て

張
関

係
書

類
の

中
に

僧
空

海
の

■¢
が

書
か

n
T

い
る

二
±

が
粮

明
L

主
し

土
口

こ
心

よ
う

に
法

栄
・

"に
よ

り
^

・娘
を

末
代

±
で

守
っ

て
も

ら
A

る
X.

使
い

盛
耕

L
て

お
り

ま
す

*
 

(卜
年

十
一

月
・；-

一
日

(日
)

に
は

お
忙

し
.'

中
、

若
挟

路
.

X
化

研
究

会
<>

長
金

□
久

関
先

生
、

若
狭

路
文

把
必

究
曲

な
長

多
・1..昭

腰
先

生
、

我
?r

市
立

博
爵

学
芸

貝
坂

東
佳

子
様

他
条

く
の

方
・

に
来

-L
い

/;
だ

ぎ
、 

私
の

代
繕

菊
姫

七
ー4

'■=
年

法
^

を
行

う
C

と
が

^
來

ま
し

た
・

モ
の

ほ
か

に
も

空
海

と
の

つ
な

が
り

は
漢

く
、

や
海

は
し

ヒ
四

年
の

七
日

間
の

ご
祈

宥
の

際

に
氣

比
神

宮
を

訪
れ

た
り

、
tt

w
の

中
に

「も
し

、
厳

鳥
整

と
氣

比
禅

®
に

何
か

あ
れ

ば
、

高
野

山
の

&
財

を
な

げ
う

っ
て

で
も

一
社

殿
0

復
K

に
尽

く
ざ

ね
ぱ

4

向
な

い
」

と
の

,-
t

紫
を

残
し

、
そ

え
は

魁
比

神
宮

の
境

内
の

、
七

公
考

農
の

石
伸

に
も

彫
刻

さ
れ

て
い

i
す

.一
様

点
な

場
.面

で
呷

家
の

平
松

周
家

が
歴

史
と

疊
が

っ

て
い

た
こ

と
に

大
変

¢
:き

ま
し

た
+



そ
し

て
こ

め
度

・
α;

祖
を

探
る

き
っ

か
け

に
な

-5
た

の
か

平
成

二
T

年
め

敦
賀

市
屯

州
横

に
よ

る
r瓶

比
さ

ん
士

敦
買

町
^

§
航

比
神

宮
文

書
は

語
義

～
』

の
出

版
、

:nl
時

に
「氣

比
含

社
北

』
を

人
^

な
ご

尽
力

で
C

D
化

L
-C

い
た

だ
き

ま
L

た
:-L.-口

田
進

一
一嘉

兵
街

)
撮

に
よ

り
こ

二
ま

で
ル

ー
ツ

を
た

ど
号

こ
と

.わ
出

来
ま

し

,『
ま

た
、 

二
〇

 一
八

年
三

月
影

印
卷

「氣
比

宮
社

記
』

(上
魅

»
が

苦
技

踏
.

Z
化

研
究

金
•

(公
財

』
げ

ん
で

ん
ふ

れ
¢

い
福

井
財

団
か

な
長

い
年

を
経

て
出

販
さ

く
、

下
巻

は
二

'.
'?

・
九

年
に

出
版

,が
決

ま
っ

て
い

ま
す

ー
様

々
れ

素
に

携
わ

れ
た

こ
ど

、
多

$
方

な
に

携
わ

れ
た

二
と

を
紙

面
を

持
つ

X
心

よ
り

深
く

感
謝

い
セ

し

ま
す

。
そ

し
て

私
凭

が
先

祖
の

き
っ

か
け

を
.

fcn
i

以
前

か
ら

、
昭

和
・

石
年

に
富

地
直

光
生

(当
時

東
宜

太
-f

就
授

)
著

等
記

ご
全

:
..管

幣
人

社
-̂

比
神

宮
出

版
J

の
前

書
き

で
、

「上
E

二
千

年
に

わ
た

る
ー

2
【師

か
し

い
哩

史
は

•
代

キ
の

M
司

;.7爾
乎

と
し

て
不

段
の

光
彩

を
放

ち
、 

白
ら

に
頼

石
べ

喜
こ

と
を

掠

ら
し

玲
<

い
百

.一
就

い
め

は
国

史
記

載
を

授
け

て
,

之
か

史
を

と
な

る
と

共
に

、
•

萱
的

誇
り

性
も

せ
い

る
べ

き
111

記
一

古
.;<

書
の

類
に

至
っ

て
は

知
何

て
(

,
部

省

略
』

大
宮

司
平

松
周

家
大

人
が

日
夕

を
測

り
難

い
老

年
に

察
し

、
推

生
©

努
力

を
捧

げ
て

福
郷

L
た

ら
の

で
権

威
あ

る
一

社
め

塹
史

と
し

て
珍

演
す

べ
き

で
価

¦¦/1
あ

る

も
の

で
嚴

す
る

.一
と

記
載

さ
/1

て
い

ま
す

,
ご

公
よ

.う
に

神
代

か
ら

平
松

周
家

が
生

W
7-

-
ヒ

六
0

年
ま

で
慄

史
が

志
か

H
た

書
物

は
、

当
時

は
命

が
け

の
Hi

版
で

¢

.「
・た

と
感

じ
ま

し
^

・ 
一

-,1
 .■ 

& 
・

一
,

- 
、 

M
・I

.‘

泰
fe

的
に

は
光

m
の

・勉
強

を
始

め
.て

十
年

程
度

で
す

が
、 

岡
・¢!に

つ
け

<
皓

力
を

惜
し

ま
ず

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
た

だ
け

て
い

句
ー里

人
を

以
じ

め
か

ぞ
く

や
從

^
昌

に
も

懸
謝

し
て

お
り

ま
す

・
ま

だ
ま

だ
『ー?1

事
記

』
や

「日
本

書
紀

』
に

円
か

れ
て

い
な

ハ
言

〔
伝

え
か

5
り

・、
Ji-

Tl
故

に
T

松
周

家
が

『社
配

』
["

書
け

な
か

っ
た

こ
と

、 
周

貞
一.粗

>
。

 
療

子
孫

を
守

吾
た

め
に

3
X

な
か

勺
た

悔
し

さ
布

丹
か

章
様

に
な

づ
<

き
ま

し
た

」
ニ

れ
か

ら
も

a
非

支
X.て

頂
ぎ

た
い

と
願

.P
て

い
ま

す

紙
面

を
お

借
り

し
、 

厚
く

お
礼

を
申

し
上

げ
ま

す
。 

•

二
の

「な
記

』
が

い
つ

か
若

い
人

の
手

で
現

代
語

に
叫

・
,

だ
れ

も
が

読
め

、
歴

史
釦

.
A;

部
さ

を
和

る
た

め
『

 
参

苫
さ

IL
る

日
を

.
^

勺
-C

お
り

ま
す

,
ご

先
祖

樣
カ

本
に

^
加

で
き

た
こ

と
.

琴
く

め
万

七
の

多
大

3
封

の
§

と
に

出
磁

ざ
れ

た
こ

上
を

重
ね

風
わ

^
く

酒
謝

い
た

し
ま

す
..

戰
国

叶
代

か
ら

十
一 ・代

日
平

地
政

三
女

小
松

邦
子

蜻
T

小
松

邦
幸

孫
陸

月

係
幸

太

平
成

三
十

一
年

-ー月


